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１　はじめに　～企業理念と経営概況～

TPP11協定（環太平洋パートナーシップ

に関する包括的及び先進的な協定）や日米貿

易協定などの発効により、輸入される畜産物

の関税は削減されていく。牛肉の世界貿易機

関（WTO）加盟国に対する最恵国税率は

38.5%だが、協定締約国については2033年

に９％まで低下する。また、豚肉のWTO加

盟国に対する最恵国税率は、輸入価格が分岐

点価格（１キログラム当たり524円）以下

の場合にかかる従量税最大同482円、超え

る場合にかかる従価税4.3%だが、協定締約

国については、2027年に分岐点価格（同）

以下の場合は従量税最大同50円、超える場

合にかかる従価税無税まで低下する（部分肉

ベース）。牛肉は1991年の輸入自由化（＝

輸入数量枠の撤廃）以来、関税率が徐々に低

下し、輸入量が大きく増加したが、この間、

牛肉需要量の増加や肉用牛経営における乳用

種から交雑種への転換など輸入牛肉との差別

化に向けた対応により、国内生産量は大きく

減少することなく、ほぼ維持されてきた。一

方、豚肉は、一般に牛肉と比べて輸入品との

品質格差が小さいことから、今後の豚肉生産

では牛肉のようなすみ分けができるのかがポ

イントであり、その鍵の一つがブランドによ

る輸入豚肉との差別化であると考えられる。
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高級豚肉ブランドと国産飼料
～高源精麦株式会社の経営展開～
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高源精麦株式会社は岩手県花巻市にある企業養豚経営である。企業養豚としての飼養頭数規模

は大きくないが、高級豚肉ブランド「白金豚」を確立し、飲食店など業務用に直接販売するなど

特徴的な経営を展開している。「白金豚」の商品力の基盤となっているのはLWB品種、Non-

GMO飼料、自社の食肉処理であり、国産子実用トウモロコシ利用がブランド力を高めている。

これらの生産要素をブランド化に結び付けることができたのは、社内に養豚生産から食肉処理、

流通・販売の部門を持つ、インテグレーション型の養豚経営だからである。ブランド力の一つで

ある、国産飼料を継続的に利用するためには、耕種経営と畜産経営の連携の強化が重要で、具体

的には国産飼料の生産費用を償う取引価格が求められる。そこにはトウモロコシの飼料価値に加

え、耕種経営における堆肥利用や地域における認知度向上のメリットも加味することができ、中

でも堆肥を媒介とする資源循環はSDGsに適合し、新たなブランド力になると考えられる。

【要約】
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本稿で紹介する、高源精麦株式会社（以下

「高源精麦」という）は岩手県花巻市にある

企業養豚経営である（写真１、２）。高源精

麦は1910年に穀類の加工販売業として創業

し、1962年から配合飼料の販売、1964年

から養豚業に取り組んでいる。2020年２月

決算時点の繁殖豚飼養頭数は632頭、年間

出荷頭数は１万114頭であり、企業養豚と

しての頭数規模は大きいとは言えないが、「白

金豚」という高級豚肉ブランドを確立し、飲

食店やホテルの業務用に直接販売するなど特

徴的な経営を展開している。「白金豚」は

2017年の「日経MJ」ブランド豚肉ランキン

グ（回答者は百貨店・スーパーなど精肉仕入

れ担当のバイヤー）で第８位を獲得している。

高源精麦の経営理念は「まごころの畜産」

で、真心と高品質で地域の食に貢献すること

を目指している。そのため、次の五つに取り

組んでいる。（１）LWB品種（注１）（交配）の

豚肉生産（写真３）（２）非遺伝子組み換え

（以下「Non-GMO」という）原料の配合飼

料や国産子実用トウモロコシの給与（３）花

巻のミネラル水や環境で育てる（４）毎日商

品チェックをしてから主な販売先であるレス

トランや飲食店へ出荷（５）宮沢賢治の「フ

ランドン農学校の豚」から着想した「白金豚」

ブランドの展開。

本稿では、こうした高源精麦の取り組み事

例について、高級豚肉ブランドの展開と国産

飼料の利用に焦点を当てて紹介する。

（注１）　�バークシャー種の父とランドレース種×大ヨークシャー
種の母を掛け合わせた品種。

写真２　�高源精麦株式会社（同社ホームペー
ジから引用）

写真１　�高源精麦株式会社　代表取締役社長���
高橋　誠氏

写真３　�高源精麦で飼養されているLWB豚（同
社ホームページから引用）
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高源精麦の会社組織は四つの部門（養豚

部、食肉販売部、直営店、本社事務所）から

構成され、豚の飼養管理を行う養豚部のほか

に食肉処理を行う食肉販売部を社内に持って

いることが大きな特徴である（図１）。その

他に、直営レストラン（ポパイ）を花巻市内

で運営している。従業員は合計40名であり、

その内訳は養豚部に正社員８名とパートタイ

マー６名、食肉販売部に正社員９名とパート

タイマー３名、直営店に正社員３名とパート

タイマー７名、本社事務所に正社員４名とな

っている。

養豚部には三つの農場があり、第１農場は

繁殖と肥育、第２農場は離乳と肥育を２サイ

ト方式で管理している（表１）。第１農場の

飼養頭数は繁殖豚552頭、肥育豚1000頭、

第２農場は離乳子豚1300頭、肥育豚3000

頭である。第３農場は、フリーストール畜舎

で、繁殖肥育一貫生産を実施している。飼養

頭数は繁殖豚80頭、肥育豚700頭である。

食肉販売部は、と畜された肥育豚を食肉処

理して精肉まで加工し、これを飲食店などに

直接販売している。食肉処理量は年間約

7800頭であり、高源精麦の全体の出荷頭数

の77%を占めている。そして、この自社内

で食肉処理された精肉が「白金豚」ブランド

の要件となっている。また、直営レストラン

は豚肉（白金豚）専門店であり、年間消費量

は約500頭分と少なくない。

２　組織構成

代表取締役会長・社長

非常勤取締役

食肉販売部 養豚部 直営店（ポパイ） 本社事務所

営業

精肉

ギフト・惣菜

第1農場

第2農場

第3農場

図１　高源精麦の組織構成

資料：高源精麦への聞き取りを基に筆者作成
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高源精麦の取り組みの中で特徴的なこと

は、国産飼料の積極的な利用であり、それは

「新星プロジェクト」と名付けられている。

わが国の家畜の配合飼料は、その原料のほと

んどを輸入に依存してきたが、このプロジェ

クトでは、（１）国産飼料の給与による輸入

トウモロコシなどの使用量の低減（２）地元

農家との有機的連携（水田のフル活用、飼料

原料の購入、堆肥の還元による地域内循環で

活性化を促進）―を目的にしている。これは

地域内の連携からもたらされる新しい形の養

豚飼料の供給のあり方を構築しようとする試

みである。

高源精麦が国産飼料の利用を考えた契機は

二つある。一つは、白金豚ブランドは1997

年にスタートしたが、わが国には多数の国産

豚肉ブランドがあり、それらの多くがブラン

ドを名乗りながらも汎
はん

用
よう

品化している中で、

既存のブランドとの差別化を図る必要性を感

じたことであった。もう一つは、東日本大震

災の後で豚肉相場が低迷し、その対策として

2013年に豚肉の輸出に取り組んだときに、

現地（香港）の方に「世界のどこの豚肉だっ

て安全・安心で高品質が当たり前。（中略）

日本の豚肉がたくさん売れるとは思えませ

ん。種豚も飼料も輸入に頼っていて、他国の

製品との違いが分かりません」［高橋

（2017）］と言われ、国産要素を取り入れた

商品力の訴求が求められたことであった。こ

の二つの課題への回答が国産飼料利用であ

り、花巻市内に子実用トウモロコシ生産に取

り組む耕種経営があったことがそれを可能に

した［鵜川（2020）］。

具体的な国産飼料利用はスマートフィーデ

ィング実証事業として取り組まれた。2013

年から子実用トウモロコシの利用を開始し、

翌年にはSGS（もみ米サイレージ）も加わり、

以降、継続的に利用している（表２、写真

４）。当初、子実用トウモロコシは乾燥調製

されたものを利用していたが、カビの発生が

問題になり、2015年からサイレージ調製に

転換している。また、SGS利用については、

国産飼料としての位置付けに加え、SGSを

生産する地元の集落営農組織との共存共栄の

ビジネスを目指すものである。その結果、地

元の市役所からの支援が得られ、畜産クラス

表１　高源精麦の各経営部門の事業と規模

部門 開始年次 事業 飼養頭数または
取扱頭数 備考

養豚部

第1農場 1964
繁殖 552頭

2サイト方式
肥育 1,000頭

第2農場 1969
離乳 1,300頭

2サイト方式
肥育 3,000頭

第3農場 2013 一貫
繁殖80頭

フリーストール
肥育700頭

食肉販売部 1970 食肉処理 年間7,800頭 「白金豚」ブランド

直営店 1983 レストラン 年間500頭 年商3,800万円

資料：高源精麦への聞き取りを基に筆者作成
　注：2020年２月決算時点。

３　給与飼料と調達
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ター事業（第３農場の畜舎建設）の採択や白

金豚がふるさと納税の返礼品に採用されるこ

とにつながっている。

2019年の給与飼料の種類と調達量は表３

の通りである。配合飼料はNon-GMOで、年

間3500トンの利用である。Non-GMOとし

たのは、販売先からの要望であり、白金豚ブ

ランドを立ち上げる以前から利用している。

購入価格は１キログラム当たり34.0〜46.0

円で、遺伝子組み換え品種（GMO）に比べ

同約４円高になっている。子実用トウモロコ

シ（サイレージ）の調達先は花巻子実コーン

組合で、利用量は91トン、購入価格は同

56.0円である。また、SGSの調達先は地元

の集落営農法人で、利用量は15トン、購入

価格は同12.6円である。

子実用トウモロコシやSGSは、収穫・調

製後にすべて高源精麦の農場に搬入・保管さ

れ、飼料タンクの中で配合飼料に混ぜて給与

している。今後は子実用トウモロコシや

SGS用のバラ積み車を購入し、そこから畜

舎へ搬入する方式を検討している。給与対象

は離乳後の子豚から肥育豚まで、給与量は飼

料全体の15%以内としている。この上限値

は飼料設計の変更が不要な範囲である。ま

た、子実用トウモロコシやSGSは豚の嗜好

性が良く、特段の問題はないとされている。

なお、給与時期は秋から春先までで、二次発

酵防止のため夏季は給与していない。

高源精麦における子実用トウモロコシの評

価は、配合飼料に比べ購入価格が高いことか

ら経済合理性には課題があるとしている。購

入価格については、配合飼料の１キログラム

当たり40円程度に比べ高いと感じているが、

価格設定の考え方はトウモロコシの生産費用

を補償する水準を基本としている。つまり、

生産費が１キログラム当たり50円、サイレ

ージ調製費が同６円と試算し、現状では仕方

がないと考えている。また、この経済性の中

には、資金繰りの問題も含まれている。通常、

配合飼料であれば、毎月の利用量に対しての

毎月の決済であるが、子実用トウモロコシは

収穫時に１年分の決済をしなければならず、

そのための資金を準備する必要がある。ま

た、保管場所にも苦慮しており、倉庫を建て

る余裕がないため、屋外保管のためカラスや

クマによる食害で二次発酵のリスクが懸念さ

れている。

表２　�高源精麦における国産飼料の使用量の
推移

年 子実用
トウモロコシ

SGS
（もみ米サイレージ）

2013 4 －

2014 34 10

2015 84 14

2016 73 14

2017 44 27

2018 89 17

2019 91 15

2020 104 15

資料：高源精麦への聞き取りを基に筆者作成
注１：原物重量。
　２：2017年の子実用トウモロコシは台風被害により減収。

（単位：トン）

写真４　�高源精麦で利用している国産飼料（同
社ホームページから引用）
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一方、子実用トウモロコシの利用価値は高

いと考えており、そのメリットとして、（１）

ブランド価値の底上げ（２）地域や観光への

効果（３）堆肥還元―を挙げている。（１）

と（２）についてはすでに述べた通りである。

（３）に関して、高源精麦におけるふん尿処

理では、固形分は堆肥化して販売、液分は浄

化して放流している。その中で堆肥の販売先

の減少が課題になっていたが、子実用トウモ

ロコシの生産者に堆肥を販売できるようにな

り、課題の解消につながっている。その堆肥

販売量は全体の77%（ダンプトラック650

台分のうち500台分）と多く、堆肥とトウ

モロコシを介した資源循環が構築されてい

る。なお、トウモロコシ生産者への堆肥販売

価格は他の販売先に比べ４分の１程度（ダン

プトラック１台分で500円）と格安に設定

され、耕種経営にもメリットがある。

高源精麦にとっては子実用トウモロコシの

購入費用を抑えることが課題であり、そのた

めには生産コストの低下が必要になってく

る。その実現のため、畜産クラスター事業に

参加しており、2023年には利用量を150ト

ンまで増加させることを目標としている。ま

た、SGSについては、積極的な増産は計画

していないが、主食用米の減少に伴い、20

トン程度まで増える見込みである。

表３　給与飼料（Non-GMO）の種類と調達（2019年）

種類 配合飼料 国産子実用
トウモロコシ

SGS
（もみ米サイレージ）

利用開始時期 白金豚ブランド立ち上げ
以前から 2013年 2015年

調達先 飼料会社 花巻子実コーン組合 集落営農法人

調製方法 乾燥 サイレージ（2015年～） サイレージ
調達量
（目標） 3,500トン 91トン

（150トン）
15トン

（20トン）
価格

（1kg当たり）
34.0 ～ 46.0円

（GMOに比べ+約4円） 56.0円 12.6円

選定理由 販売先の希望 ・既存ブランドとの差別化
・輸出向けに商品力アップ 地域農業との共存共栄

資料：高源精麦への聞き取りを基に筆者作成

４　飼養管理

わが国の養豚生産では、繁殖性と増体性の

高いLWD品種（注２）（交配）の利用が最も一般

的であるが、高源精麦ではLWB品種を利用

している。LWBは繁殖性や増体性はLWDに

比べやや劣るが、食味が良いことが特長であ

り、これが白金豚のブランド価値を高めてい

る。高源精麦における肥育豚の出荷日齢は

200日、出荷体重は100〜120キログラム、

枝肉重量は70キログラムとなっている

（表４）。それぞれ全国平均の184日、114

キログラム、75キログラムと比べると、増

体性が劣ることは否めず、LWBの品種特性

が現れている。また、繁殖成績を見ると、全

国平均に比べ、１分娩当たり平均離乳頭数が

やや少なく、ここにもLWBの品種特性が現

れているが、それ以外はほぼ平均的な水準に

なっている。なお、子豚舎の事故率が全国平

均と比べて高いのは、新築した第３農場のフ
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リーストール畜舎で子豚の圧死が増加したこ

とによるもので、現在では圧死は減少してい

る。また、2019年は台風で畜舎の屋根が飛

ぶなどの被害があり、成績の低下につながっ

た。このように、高源精麦の飼養管理では繁

殖率の改善と事故率の低減が課題であり、そ

のために養豚経営支援システム「Porker」

やコミュニケーションツール「Talknote」

を活用し、生産性の向上に取り組んでいる。

また、安全性に関しては、農場HACCPおよ

びJGAPの認証取得に向けた協議が進行中

である。

（注２）　�デュロック種の父とランドレース種×大ヨークシャー種
の母を掛け合わせた品種。

表４　高源精麦および全国の肥育・繁殖成績（2019年）

高源精麦 全国平均

肥育豚平均出荷日齢（日） 200 184

平均出荷体重（kg） 100 ～ 120 114

平均枝肉重量（kg） 70 75

1分娩当たり平均哺乳開始頭数（頭） 10.7 10 ～ 11

1分娩当たり平均離乳頭数（頭） 8.8 10 ～ 11

平均分娩率（％） 85.5 81 ～ 90

母豚の年間平均分娩回数（回） 2.3 2.3 ～ 2.4

農場飼料要求率（％） 3.48 3.0 ～ 3.5

事故率（子豚舎）（％） 4.32 1 ～ 2

事故率（肥育豚舎）（％） 1.53 3.1

資料：�高源精麦への聞き取りおよび一般社団法人日本養豚協会「令和元年度
養豚農業実態調査報告書」を基に筆者作成

５　ブランド

高源精麦の白金豚は商標登録されたブラン

ドであり、ブランドを名乗るための要件は

（１）LWB品種であること（２）Non-GMO

飼料を給与していること（３）社内の食肉販

売部で精肉加工され販売されたもの―となっ

ている。白金豚の特長は、（１）きめ細やか

な肉質と優しい歯応え（２）脂に甘みがあり、

すっきりとした味とうま味（３）新鮮さ―で

ある。この中の（１）はLWB品種の特性、

（２）のすっきりとした味はSGS、うま味は

子実用トウモロコシ給与の効果、（３）は社

内で食肉処理を実施していることから実現し

ている。

既述のように、白金豚の出荷頭数は約

7800頭で、主な販路である業務用の他、直

営レストランへの出荷と一般向けの通信販売

がある（表５）。業務用の販売先は首都圏の

ホテルや飲食店が多いが、地元で認められ、

食べられるものが全国や海外で支持されると

の考えから、50%は県内で販売すると決め

ている。販売価格は年間固定価格の定価販売

が基本で、相場の６割高（枝肉１キログラム

当たり800円程度）と高価格販売を実現し

ている。海外（香港）には、福岡まで陸送し、

福岡から空輸（コンテナ）で輸出しており、

販売先は現地の卸売会社である。輸出量は１
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回当たり500〜800キログラム（部分肉ベ

ース）で年間10回程度となっている。なお、

2020年は新型コロナウイルス感染症

（COVID―19）の影響でホテルや飲食店にお

ける需要が減少し、高源精麦も影響を受けた

が、一方で通信販売の売り上げが急増した。

このような需要構造の転換が継続すると見込

み、今後は、企業間取引（B�to�B）�から企

業－消費者間の取引（B�to�C）�へシフトし、

通信販売に注力することとしている。

高源精麦で生産される肥育豚のうち白金豚

以外の豚が約3000頭あり、そのうち格付け

された2000頭は大手食肉加工メーカーなど

の卸売会社に固定価格で販売している。残り

の1000頭は格付けが等外になった豚で、こ

れらは市場に出荷している。LWB品種は厚

脂になりやすく、等外になる割合が高いとさ

れている。

堀田（2006）を基に、高源精麦における

ブランド化の効果を整理すると、表６の通り

となった。「品質標準化」（品質を一定レベル

以上にすること）については、（１）養豚部

（現場生産担当者）におけるモチベーション

上昇（２）食肉販売部における品質管理の厳

格化（３）消費者の価値観を知ること―につ

ながっている。「法的保護」（ブランドの信頼

の保護）については、商標登録済みとなって

いる。「品質明示」（品質の良さが消費者へ伝

わる）については、自社ホームページへの問

い合わせが週１回以上あり、生産部門にフィ

ードバックしている。「付加価値」（普通豚肉

との価格差）については、既述のように、直

接販売の割合が77%と高く、相場の６割高

の価格を実現しており、また、ふるさと納税

の返礼品に採用されるなど地元からの支援に

つながっている。今後は直接販売100%を目

標にしている。

表５　高源精麦で生産された肥育豚の販売の概要（2019年）

白金豚 その他（ブランド外）

出荷頭数（頭） 7,797 2,000 1,000

上物率（％） ― 55 等外

県内販売割合（％） 50 5以下

出荷先 飲食店など 卸売会社 市場

価格（枝肉1kg） 相場の6割高 固定価格 相場

資料：高源精麦への聞き取りを基に筆者作成

表６　高源精麦における畜産物のブランド化による効果

項目 効果など

品質標準化 （１）現場生産者のモチベーション（２）食販部の品質管理（３）消費者の価値観

法的保護 商標登録

品質明示 自社ホームページへの問い合わせを生産へフィードバック

付加価値 （１）相場の6割高の価格（２）直接販売割合77％（３）ふるさと納税など地元からの支援

資料：堀田和彦（2006）「日本における畜産物ブランド戦略の実態と今後の推進方向」『畜産の研究』，60（9～10）
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高源精麦における豚肉の生産と流通の経路

を模式化すると図２のように整理することが

できる。生産要素として、LWB豚とNon-

GMO飼料（配合飼料および国産飼料（子実

用トウモロコシとSGS））を調達して肥育豚

を生産し、社内の食肉販売部で食肉処理し、

ブランド豚肉「白金豚」として、飲食店やホ

テルなどに直接販売し、直営レストランの運

営や通信販売にも取り組んでいる。この中

で、三つの生産要素が白金豚ブランドの商品

力の源泉になっている。それを可能にしてい

るのは、この経路における主要な組織が内部

組織であるからと考えられる。つまり、社内

に農場と食肉販売部、直営レストランがある

ことは、一種のインテグレーションであり、

６次産業化と呼ぶこともできるが、生産要素

を直接的にブランド化につなげることができ

るからである。また、既述のように、ユーザ

ー（最終需要者）の評価を生産部門にフィー

ドバックすることも容易であり、ブランド管

理にも適している。

一方、経営課題として次のことが挙げられ

る。生産段階では、LWB豚の繁殖性や事故

率、肥育成績の改善がある。また、国産飼料

である子実用トウモロコシの購入価格の低減

も課題とし、利用量の拡大が計画されてい

る。流通段階では、生産量と需要量の変動に

ズレがあることである。飲食店やホテルにお

ける豚肉需要量には季節性があるのに対し、

生産量は年間ほぼ一定であることから、需給

調整が必要になり、営業努力や倉庫保管で回

している。これは生産から流通・販売まで行

うインテグレーション型経営の構造的な課題

と言える。また、近年の人手不足による運送

費上昇により西日本での販売がコスト増にな

ること、2020年はCOVID―19の影響で対面

での商談ができず現場の雰囲気が分かりづら

いことが課題とされている。

６　経営課題と展開方向

農場

食販部

直営店・通販

と
畜
場

卸売会社

市場

ブ
ラ
ン
ド
豚

母豚LW×B
（LWB）

Non-GMO飼料
・配合飼料
・国産飼料
（子実用コーン、
SGS）

飲食店
業務用

：社内の経営部門

図２　高源精麦における豚肉の生産と流通

資料：高源精麦への聞き取りを基に筆者作成
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わが国には多くの豚肉ブランドがあるが、

ブランドを名乗る基準となっているのは、「飼

料」（81.4%）が最も多く、次いで「生産者」

（69.5%）、「産地」（61.0%）となっている

（日本政策金融公庫（2009）「牛肉・豚肉の

ブランド化への取り組みとその評価」）。な

お、牛肉では「品種」（84.7%）が最も多く、

「産地」（76.6%）、「格付け」（53.2%）の順

であった。また、『銘柄豚肉ハンドブック

2020』（食肉通信社編）によれば、わが国

には420の豚肉ブランドがあり、そのうち

「給与飼料」や「特長」として飼料用米を挙

げているブランドが69と多い。地域別では、

稲作主産地とされる東北や関東地域で多く、

この２地域で38あり、半数以上を占めてい

る。中でも山形県では豚肉ブランド14のう

ち６ブランドが飼料用米を特長としている。

このように、わが国では豚肉ブランドの成立

にとって、飼料用米は不可欠な存在になって

いる。

高源精麦の白金豚ブランドは、「飼料」と

してNon-GMO配合飼料や国産子実用トウモ

ロコシ、SGSを利用するとともに、「品種」

や「産地」によって商品力を高めている点は、

牛肉ブランドに共通する戦略であり、これら

が高級ブランドの基盤になっている。畜産経

営が国産飼料を継続的に利用するためには、

耕種経営に取引価格の低減を一方的に要求す

るのではなく、耕畜連携を基盤とした、両者

の経営発展につながるような実践が必要であ

る。耕種経営にとって、子実用トウモロコシ

は省力的な土地利用型作物として位置付けら

れるものであるが、その安定的な生産のため

には、生産費用を償う取引価格が不可欠であ

り、さらに行政的な支援があることが望まし

い。高源精麦が利用する子実用トウモロコシ

の取引価格が生産費用に基づいて算定されて

いる点で、耕畜連携を促進する取り組みと言

える。この取引価格の算定に、耕種経営にお

ける堆肥利用のメリットや地元からの支援を

明示的に組み込むことができれば、国産飼料

の生産と利用は一層拡大すると考えられる。

また、堆肥と子実用トウモロコシを媒介とす

る資源循環はSDGs（持続可能な開発目標）

に適合することから、新たなブランド力の一

つとして前面に出すことも期待される。

今後は各種貿易協定に基づき豚肉の輸入関

税は徐々に低減することから、輸入豚肉価格

も徐々に低下し、輸入量は一定程度増加する

ものと考えられる。近年の豚肉価格は、豚熱

など疾病の影響で供給量が減少し、高値相場

が続いているが、今後の輸入豚肉の増加を想

定すれば、価格相場の低下は必至と考えられ

る。こうした中で、わが国の養豚経営の展開

方向には、大きく分けて、低コスト化と高付

加価値化の二つがあり、それぞれの経営条件

に応じた選択が行われている。高源精麦の経

営展開は規模拡大ではなく、LWB豚の生産

効率と付加価値の向上が目標とされ、輸出の

拡大も計画されている。輸入農産物に対する

コスト競争ではなく、国産資源（飼料）利用

に基づく高付加価値化という経営展開は、日

本農業の生き残りにとって有力な選択肢と考

えられる。

７　まとめ　～豚肉ブランドと国産飼料～
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